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（４）鳥類 

 

長期モニタリング計画モニタリング項目 海域管理計画 指標種 

 

 ケイマフリ・ウミネコ・オオセグロカモメ・ウミウの生息数、 

 営巣地分布と営巣数調査（No.5） 

 

 

海鳥類（ケイマフリ、ウミウ、

オオセグロカモメ） 

 

 海ワシ類の越冬個体数の調査（No.23） 

 

 

 

 

 

海ワシ類 

（オオワシ、オジロワシ） 

 

 オジロワシ営巣地における繁殖の成否、及び、巣立ち幼鳥数の 

 モニタリング（No.⑦） 

 

 

 全道での海ワシ類の越冬個体数の調査（No.⑧） 

 

 

 

1. 保護管理の考え方 

 

海鳥類：各種調査や情報の収集を行い、鳥獣保護法に基づく適切な保護管理を行う。 

海ワシ類：各種調査や情報の収集を行い、種の保存法（国内希少野生動植物種）、鳥獣保護法、文化

財保護法（天然記念物）等に基づく適切な保護管理を行う。 

 

 

2. 分類評価 

 

希少種ケイマフリは個体数が維持されており、観光船の協力が評価される。一方、オオセグロカモ

メ、ウミネコ、ウミウは登録時に比べ、営巣数がそれぞれ 43.95%、8.70％、42.34%に減少していた。

オジロワシやヒグマ、餌となる魚類の資源量や観光船の運航の影響があるのかないのか、これらの種

の減少原因を明らかにする必要がある。海鳥に関しては、登録当時の現状を基準とする点について、陸

上生態系と海洋生態系の関連性の観点から、他のモニタリング指標との関連性を検討する必要がある。

オジロワシの繁殖数・繁殖成績は横ばいかやや上昇傾向にあり、また海ワシ類の越冬飛来数は横ばい

で、年間を通じて適正な保護管理が行われていると思われる。 
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ア ケイマフリ・ウミネコ・オオセグロカモメ・ウミウの生息数、営巣地分布と営巣数調査 

モニタリング項目 ケイマフリ・ウミネコ・オオセグロカモメ・ウミウの生息数、営巣地分布と営

巣数調査（No.５） 

モニタリング実施主体 環境省釧路自然環境事務所 

対応する評価項目 

 

 

 

 

Ｂ 海洋生態系と陸上生態系の相互関係が維持されているか 

Ｃ 遺産登録時の生物多様性が維持されているか 

Ｆ 知床の世界自然遺産としての価値に対するレクリエーション利用等の人

為的活動による影響もしくは影響の予兆はみられるか 

Ｉ 遺産地域内海域における海洋生態系の保全と持続可能な水産資源利用に

よる安定的な漁業が両立されているか 

モニタリング手法 ウトロ港から知床岬を経て相泊港までの区画ごとの繁殖数をカウント。ケイマ

フリは、生息が確認されている範囲において海上の個体数をカウント。営巣数

の変動についても記録する。 

評 価 指 標 営巣数とコロニー数、特定コロニーにおける急激な変動の有無。 

評 価 基 準 おおよそ登録時の営巣数が維持されていること。 

評 価 

 

 

 

 

 

 

 

 

□評価基準に適合 ■評価基準に非適合 

□改善 □現状維持 ■悪化 

[評価対象期間]平成 9 年（1997 年）～令和 6 年（2024 年） 

ケイマフリの巣数は平成 14年（2002年）以降緩やかに増加。ウミネコ、オ

オセグロカモメにおいては、近年若干の増加は見られるものの、カモメ類とウ

ミウは、長期的には減少傾向にある。希少種ケイマフリは保全されているが、

他３種は遺産登録当時に比べ減少しているので、悪化と判断した。遺産登録時

の生物多様性(III)とは異なる。 

今 後 の 方 針 

 

 

海洋環境、捕食者（オジロワシ、ヒグマなど）、観光等人間活動の影響も含

め、ウミウ、カモメ類の減少原因を明らかにする調査が必要である。 

海鳥の営巣数減少の生態系影響を評価するため、陸上生態系及び沿岸生態系

の情報をあわせて検討する。 
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◯モニタリングの概要 

（１） ケイマフリ 

調査・モニタリング名 ケイマフリの海上分布調査及び個体数調査 

主 な 内 容 ケイマフリの生態把握 

対 象 地 域 斜里町（ウトロ港〜エエイシレド岬） 

調 査 期 間 令和 6年（2024年）6月 15日～8月 9日 

調 査 主 体 特定非営利活動法人 バードリサーチ 

調 査 方 法 

小型船舶を利用し、岸から約 600m以内を約 2～4ノットの速度で航

行し、左右両舷前方約 200mの海上及び陸上で発見した個体の数・位置

などの情報を記録した。なお、海岸線を基にして約 100mメッシュで海

域を区切り記録した。 

調査時間は、十分日が当たる午前 10時から 11時以降に開始し、各

回 2時間程度調査を行った。ただし、波高や天候により変更すること

もあった。 

 

表１ 記録数の変化 

 

表出典：環境省「令和 6年度 知床国立公園における海鳥の分布調査等業務」 

 

2024年に確認された 1日の最大個体数は 7月 28日の 284羽であった。2003年に比較して最大個体

数で 42 羽増加した。海上分布は最大の営巣地であるプユニ岬沖が最も多く岩尾別台地沖がそれに続

いた。 

 

  

年 2002年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

最大個体数 129 148 129 140 107 98 95 96 142 140 131

最小個体数 10 46 17 40 23 25 17 21 25 67 64

調査回数 14 12 18 9 20 18 12 18 15 11 8

年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

最大個体数 176 142 239 237 204 235 164 244 303 222 284

最小個体数 79 90 113 104 106 112 46 0 0 1 0

調査回数 8 9 10 10 10 11 12 12 9 11 11
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調査・モニタリング名 ケイマフリ繁殖状況調査 

主 な 内 容 ケイマフリの繁殖状況を把握するために、営巣地域及び営巣数ついて調査 

対 象 地 域 斜里町（プユニ岬〜トークシモイ） 

調 査 期 間 令和 6年（2024年）6月 15日～7月 28日 

調 査 主 体 特定非営利活動法人 バードリサーチ 

調 査 方 法 

 小型船舶を利用し海上で嘴に魚を咥えて巣に持ち帰る親鳥を追跡して、

断崖の出入りしている場所を営巣中の巣として確定し場所と位置と数を記

録した。また、上記の海上センサス調査中に同様の親鳥の行動が観察され

た場合も営巣地として記録した。 

 

 

図 1-1 令和 6年（2024年）ケイマフリの営巣地（プユニ岬～岩尾別） 

  

図 1-2 令和 6年（2024年）ケイマフリの営巣地（岩尾別～エエイシレド岬） 

図出典：環境省「令和 6年度 知床国立公園における海鳥の分布調査等業務」 
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表 2 ケイマフリの営巣地別の経年変化 

 

    表出典：環境省「令和 6年度 知床国立公園における海鳥の分布調査等業務」 

 

 

 

図 2 ケイマフリの最高個体数と営巣数の経年変化 

図出典：環境省「令和 6年度 知床国立公園における海鳥の分布調査等業務」 

 

 

 営巣数は、昨年に比べて増加し、知床半島全域で過去最高の 64巣を確認した。営巣地は、プユニ岬

では昨年よりも 19 巣多い 40 巣、岩尾別台地では 2 巣多い 14 巣、知床五湖の断崖では 1 巣を確認し

た。 
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図３ ケイマフリの餌構成の経年変化 

図出典：環境省「令和 6年度 知床国立公園における海鳥の分布調査等業務」 

 

 

 2023年のケイマフリが育雛期に巣内のヒナに持ち帰る餌を調べた結果、主食のイカナゴが 85％と前

年の 55％から回復したが、次に多かったギンポ類は確認されなかった。また、育雛期の後半に、2011

年以来初めてとなるカタクチイワシが 3例（3％）確認された。 
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（２）ウミネコ、オオセグロカモメ、ウミウ 

調査・モニタリング名 知床半島における海鳥の営巣状況 

主  な  内  容 海鳥を保護していくために必要な基礎データを収集 

対  象  地  域 斜里町ウトロ漁港周辺〜羅臼町漁港 

調  査  主  体 特定非営利活動法人 バードリサーチ 

調  査  方  法 

本地域で繁殖するウミウ、ウミネコ、オオセグロカモメを調査対象とした。

斜里町ウトロ漁港周辺から羅臼町相泊漁港までを 5km間隔で Aから Nまでの

15区域に分け、Aから Kまでは小型船舶を用いて海上から調査し、An及び L

～Nは陸上から調査を行い、各種鳥種の営巣数を数えた。 

2023 年の調査より世界遺産地域内と外を区別するために、地域外の An 及

び L～Nを新たな区域として設定し調査を行った。 

 

 

 

図４ 知床半島調査地区図 

図出典：環境省「令和 6年度 知床国立公園における海鳥の分布調査等業務」 

 

 

 

 

 

 

 



72 

 

・ウミネコ 

 

表 4 ウミネコの営巣数の経年変化 

 
 

表出典：環境省「令和 6度 知床国立公園における海鳥の分布調査等業務」 
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図 6 ウミネコの営巣数の経年変化 

図出典：環境省「令和 6年度 知床国立公園における海鳥の分布調査等業務」 

 

 

  

2001 年の 776 巣をピークに減少している。2009 年には 0 巣となり、2010 年には 388 巣と回復

したが 2013 年には再び０巣となった。2018 年には 115 巣と再び回復した。2019 年と 2020 年の営

巣数は 0 巣であった。2021 年は 15 巣、2022 年 33 巣を確認したがヒナの巣立ちは確認できなかっ

た。2023 年は 72巣を確認し、14 羽の巣立ちを確認したが、2024年は 14巣に減少。調査地区 Aの

象の鼻から南の斜面で 14巣を確認、6月 30日には 1羽の雛を確認したが巣立ち後の雛は確認できな

かった。昨年からの繁殖数減少の要因は、餌資源の減少及びヒグマやオジロワシの捕食圧などが考

えられる。 
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・オオセグロカモメ 

 

表 5 オオセグロカモメの営巣数の経年変化（羅臼市街地は除く） 

 

0は営巣数がなし  －は未調査 

※平成 18年（2006年）、平成 22年（2010年）及び平成 27年（2015年）は 

モニタリングサイト 1000と知床海鳥研究会の共同調査 

表出典：環境省「令和 6年度 知床国立公園における海鳥の分布調査等業務」 

 

 

図６ オオセグロカモメの営巣数の経年変化 

 

図出典：環境省「令和 6年度 知床国立公園における海鳥の分布調査等業務」 
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知床半島全体で営巣数調査を開始した 2003 年から 2020 年までの間で、最も営巣数が多かった年は、

2006年の 1797巣であった。2020年は調査開始以来最も少ない 471巣であり、2021年 661巣、2022年 710

巣、2023年は 963巣と回復傾向であったが、2024年は 724巣と減少した。（L域から N域の羅臼市街地を

除く）営巣地別で比較すると斜里側のプユニ岬では、2006 年 159 巣、2010 年 44 巣、2015 年 26 巣とな

り、2020 年には 0 巣となった。その後は、2021 年 4 巣、2022年 11巣、2023 年 8巣、2024年は 12 巣と

増減を繰り返している。 

ウトロ港に隣接するオロンコ岩では、2006 年 241 巣、2010 年 203 巣、2015 年 210 巣、2019 年 211 巣

と 200巣以上の営巣を保持してきたが、2020年に 14巣と激減、その後は 2021年 108巣、2022年 179巣

と回復したが 2023年 97巣、2024年 59巣とさらに減少した。これは、頻繁にオジロワシが飛来している

ことが原因と考えられる。 

また、ウトロ市街地の廃屋の屋上では、隣接するガソリンスタンドからの糞害への苦情に対応して斜里

町役場が毎年産卵した卵の除去を行っている。2018年 280個、2019年 137個、2020年 153個の卵が除去

された。2021年には 16巣、2022年 14巣、2023年 16巣の営巣を確認したが、巣は全て撤去された。2024

年は 15 巣を確認したが、この年は糞害への苦情がなかったため巣の撤去は行われなかった。 

羅臼漁港では 6月 26日に 198巣を確認したが、7月 17日には孵化した雛が 53羽しか見られなかった。

知円別漁港の離岸堤では 6月 26日に 49巣であったが 7月 19日には雛が 2羽だけとなった。羅臼漁港と

知円別漁港ともに繁殖数減少の要因は、餌資源の減少及びヒグマやオジロワシの捕食圧などが考えられ

る。 
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・ウミウ 

 

表 6 ウミウの営巣数の経年変化 

 
0は営巣数がなし  －は未調査 

※ 平成 18年（2006年）、平成 22年（2010年）及び平成 27年（2015年）は 

モニタリングサイト 1000と知床海鳥研究会の共同調査 

表出典：環境省「令和 6年度 知床国立公園における海鳥の分布調査等業務」 

 

 

 
 

図 8 ウミウの営巣数の経年変化（羅臼市街地は除く） 

図出典：環境省「令和 6年度 知床国立公園における海鳥の分布調査等業務」 
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1998年に調査を行ってから過去最低の164巣であった昨年から13巣多い177巣を確認した。斜里側のH区

域のカモイエパ（獅子岩）で最も多い48巣、次いで羅臼側の眼鏡岩の岩礁で21巣が確認された。 

An区域のオロンコ岩では、2020年に100巣、2021年にピークの122巣を確認したが、2022年には59巣まで

減少し2023年は33巣だった。2024年は5巣で抱卵を確認したが、その後営巣確認はできず抱卵途中で放棄

したと考えられる。 

なお、繁殖数減少の要因は、餌資源の減少及びヒグマやオジロワシの捕食圧などが考えられる。 
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イ 海ワシ類の越冬個体数の調査 

モニタリング項目 海ワシ類の越冬個体数の調査（No.23） 

モニタリング実施主体 環境省釧路自然環境事務所 

対応する評価項目 Ｂ 海洋生態系と陸上生態系の相互関係が維持されているか 

モニタリング手法 知床半島沿岸部の道路沿い、流氷上、河川沿いのワシ類の種類と個体数、成鳥・

幼鳥の別などを記録する。 

評 価 指 標 海ワシ類の越冬個体数。 

評 価 基 準 おおよそ登録時の生息状況が維持されていること。 

評 価 

 

 

 

 

 

 

 

■評価基準に適合 □評価基準に非適合 

□改善 ■現状維持 □悪化 

[評価対象期間]平成 19 年（2007 年）～令和 6 年（2024 年） 

年変化は大きいものの最近の個体数は、ウトロ側でも羅臼側でも、どの月でも

その範囲に収まっており、明瞭な年変化傾向はなかったので、およそ登録時の

生息状況が維持されている。参考となる全道一斉調査においても年変化傾向は

見られず、生息状況は維持されていると判断される。 

今 後 の 方 針 モニタリングを継続する。 
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◯モニタリングの概要 

 

調査・モニタリング名 海ワシ類飛来状況調査巡視記録 

調 査 主 体 環境省 

調 査 手 法 

11月から４月にかけて、斜里町側では知布泊～岩尾別の約 28km、羅臼町側で

は湯ノ沢～羅臼川河口及び於尋麻布漁港～相泊漁港の約 35kmのそれぞれの調

査区間において、道路沿いや流氷上、河川沿いのオオワシ・オジロワシの個体

数を計数した。 

※道路沿いから目視 

 

 

 

表 1 海ワシ類飛来状況調査巡視記録（斜里町側） 

 

 

 

図 1 海ワシ類飛来状況調査巡視記録（斜里町側） 

 

環境省「海ワシ類飛来状況調査巡視記録」から集計 
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表 2 海ワシ類飛来状況調査巡視記録（羅臼町側） 

 

 

 

 

図 2 海ワシ類飛来状況調査巡視記録（羅臼町側） 

 

環境省「海ワシ類飛来状況調査巡視記録」から集計 
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ウ オジロワシ営巣地における繁殖の成否、及び、巣立ち幼鳥数のモニタリング 

モニタリング項目 オジロワシ営巣地における繁殖の成否、及び、巣立ち幼鳥数のモニタリング

（No.⑦） 

モニタリング実施主体 オジロワシ長期モニタリング調査グループ 

対応する評価項目 Ｂ 海洋生態系と陸上生態系の相互関係が維持されているか 

Ｃ 遺産登録時の生物多様性が維持されているか 

モニタリング手法 オジロワシ生息地において、つがいの生息状況、繁殖活動の有無、繁殖の成否、

孵化・巣立幼鳥数等を調査。 

評 価 指 標 つがい数、繁殖成功率、生産力（つがい当たり巣立幼鳥数） 

評 価 基 準 おおよそ登録時のつがい数、繁殖成功率、生産力が維持されていること。 

評 価 

 

 

 

 

 

 

■評価基準に適合 □評価基準に非適合 

  改善 ◼現状維持 □悪化 

[評価対象期間]平成 16 年（2004 年）～令和 6 年（2024 年） 

平成 16年（2004年）以降オジロワシの巣数はゆるやかに増加している。繁

殖成功と巣当たり巣立ち数には年変化があり、最近の数値もその範囲内であ

る。 

今 後 の 方 針 

 

種個体群の観点からは登録当時に比べ改善し、近年は現状を維持している。

希少種でありモニタリング継続の必要がある。 
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◯モニタリングの概要 

調査・モニタリング

名 

オジロワシ繁殖モニタリング調査 

主  な  内  容 オジロワシの繁殖状況に関する調査 

対  象  地  域 斜里町、羅臼町、標津町北部 

頻       度 通年 

調  査  主  体 オジロワシ長期モニタリング調査グループ（知床財団、知床博物館、羅

臼町、他） 

調 査 結 果 概 要   知床半島で繁殖する番数は平成 22年（2010年）まで漸増していた

が、平成 23年（2011年）以降横ばい傾向にある。平成 25年（2013

年）調査で大きく低下した繁殖成功率・生産力は、平成 23年（2011

年）までの水準に回復した。このことから、2013年の繁殖成績悪化は

抱卵期の荒天による一時的なものと考えられた。 

 

 

表 1 令和 6年（2024年）オジロワシ繁殖モニタリング調査結果 

 

 

 

表 2 令和 6年（2024年）までのモニタリング調査結果 

 

表出典：オジロワシ長期モニタリング調査グループ 
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図１ 繁殖成功率及び生産力の推移 

図出典：オジロワシ長期モニタリング調査グループ 
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エ 全道での海ワシ類の越冬個体数の調査 

モニタリング項目 全道での海ワシ類の越冬個体数の調査（No.⑧） 

モニタリング実施主体 オジロワシ・オオワシ合同調査グループ 

対応する評価項目 Ｂ 海洋生態系と陸上生態系の相互関係が維持されているか 

モニタリング手法 各越冬地におけるオオワシとオジロワシの一斉カウント調査。 

評 価 指 標 海ワシ類の越冬環境収容力 

評 価 基 準 参考資料（基準なし） 

評 価   評価基準に適合 □評価基準に非適合 

□改善   現状維持 □悪化 

北海道内の全数に長期傾向はなく、また知床における全数の道内の全数に占め

る割合にも長期変化は認められない。 

今 後 の 方 針 調査継続。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



85 

 

◯モニタリングの概要 

調査・モニタリング名 オオワシ・オジロワシ一斉調査 

主  な  内  容 北海道及び本州北部の渡来地、34地域 211調査区（うち北海道内 175調査

区）において、オオワシ・オジロワシ個体数の一斉カウントを実施。 

頻        度 年 1回、2月下旬に実施（2024年は、2月 19日に実施） 

調  査  主  体 オジロワシ・オオワシ合同調査グループ 

調 査 結 果 概 要 ・知床半島個体数は 989羽（オオワシ 685羽、オジロワシ 304 羽）。 

・北海道内個体数に占める知床半島個体数の割合は、オオワシ 43％、オジロ

ワシ 27％、2種合計では 37％となった。 

 

 

表 1 ワシ類個体数平成 18年（2006年）～令和 6年（2024年）結果 

 
表出典：オジロワシ・オオワシ合同調査グループ「オオワシ・オジロワシ一斉調査結果」 

 

 

 

 
図 1 昭和 60年～令和 6年（1985年～2024年）の一斉調査結果 

出典：オジロワシ・オオワシ合同調査グループ「オオワシ・オジロワシ一斉調査結果」 
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図 2 北海道内ワシ類合計個体数における知床の割合 

（オオワシ・オジロワシ合計の場合） 

出典：オジロワシ・オオワシ合同調査グループ「オオワシ・オジロワシ一斉調査結果」 


